
(57)【要約】

【課題】タービンの静翼近傍に生じる馬蹄渦の発生に起

因した冷却不具合を防止することができるガスタービン

の提供を課題とする。

【解決手段】外側シュラウド３６ｂに、翼部３６ａの前

縁３６ａ２に対応して、燃焼ガスの流れ方向の下流側か

ら上流側に向かって冷却空気ｃを燃焼ガス流路３５内に

吹き出す第１冷却空気流路４１を形成する構成を採用し

た。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ロ ー タ 側 に 設 け ら れ て 該 ロ ー タ と と も に 回 転 す る 動 翼 と 、 該 動 翼 の 周 囲 を 覆 っ て 内 部 に 燃
焼 ガ ス 流 路 を 形 成 す る 静 止 側 に 設 け ら れ 、 前 記 ロ ー タ の 回 転 軸 線 方 向 に 前 記 動 翼 と 交 互 に
配 置 さ れ る 静 翼 と を 備 え 、
前 記 静 翼 が 、 前 記 燃 焼 ガ ス 流 路 内 に 配 置 さ れ た 翼 部 と 、 該 翼 部 の 外 周 端 側 に 設 け ら れ た 外
側 シ ュ ラ ウ ド と 、 前 記 翼 部 の 内 周 端 側 に 設 け ら れ た 内 側 シ ュ ラ ウ ド と を 有 す る ガ ス タ ー ビ
ン に お い て 、
前 記 外 側 シ ュ ラ ウ ド ま た は 前 記 内 側 シ ュ ラ ウ ド の い ず れ か 一 方 、 も し く は 両 方 に 、 前 記 翼
部 の 前 縁 に 対 応 し て 、 前 記 燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 の 下 流 側 か ら 上 流 側 に 向 か っ て 冷 却 空 気 を
前 記 燃 焼 ガ ス 流 路 内 に 吹 き 出 す 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る ガ ス タ ー ビ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に お い て 、
前 記 外 側 シ ュ ラ ウ ド ま た は 前 記 内 側 シ ュ ラ ウ ド の い ず れ か 一 方 、 も し く は 両 方 に は 、 前 記
前 縁 と の 接 続 箇 所 と 、 前 記 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 と の 間 の 位 置 に 、 前 記 燃 焼 ガ ス 流 路 内 に 冷
却 空 気 を 吹 き 出 す 第 ２ の 冷 却 空 気 流 路 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る ガ ス タ ー ビ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に お い て 、
前 記 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 は 、 前 記 燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 の 最 上 流 位 置 に 配 置 さ れ た 静 翼 で あ
る 、 第 １ 段 静 翼 の 外 側 シ ュ ラ ウ ド に 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る ガ ス タ ー ビ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 特 に 、 燃 焼 器 か ら の 燃 焼 ガ ス を タ ー ビ ン 内 の 燃 焼 ガ ス 流 路 に 導 入 す る 際 に 、 タ
ー ビ ン 内 の 静 翼 の 冷 却 を 効 果 的 に 行 う こ と が で き る ガ ス タ ー ビ ン に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ガ ス タ ー ビ ン は 、 圧 縮 機 と 燃 焼 器 と タ ー ビ ン と を 備 え て 構 成 さ れ て い る （ 図 示 略 ） 。 こ の
ガ ス タ ー ビ ン に よ れ ば 、 前 記 圧 縮 機 で 圧 縮 さ れ た 圧 縮 空 気 が 、 前 記 燃 焼 器 に 供 給 さ れ 、 別
途 供 給 さ れ て く る 燃 料 と 混 合 し て 燃 焼 さ れ る 。 こ の 燃 焼 に よ っ て 発 生 さ れ た 燃 焼 ガ ス は 、
前 記 タ ー ビ ン へ と 供 給 さ れ 、 該 タ ー ビ ン に 回 転 駆 動 力 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ４ に 、 前 記 タ ー ビ ン の 内 部 構 造 の 一 例 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 タ ー ビ ン の 内 部 に は
、 図 示 さ れ な い ロ ー タ 側 に 環 状 に 取 り 付 け ら れ た 複 数 枚 の 動 翼 １ と 、 前 記 ロ ー タ 周 囲 の 静
止 側 に 設 け ら れ た 複 数 枚 の 静 翼 ２ と が 、 前 記 ロ ー タ の 回 転 軸 線 方 向 （ 同 図 の 紙 面 左 右 方 向
） に 交 互 に 配 置 さ れ て お り 、 こ れ ら を 通 過 す る 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た
め 、 前 記 燃 焼 器 か ら 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ 内 に 導 入 さ れ た 燃 焼 ガ ス は 、 各 動 翼 １ を 回 し て 前 記 ロ
ー タ に 回 転 力 を 付 与 す る 。 こ の 回 転 力 は 、 前 記 ロ ー タ に 接 続 さ れ た 発 電 機 （ 図 示 省 略 ） を
回 し て 発 電 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
各 動 翼 １ 及 び 静 翼 ２ は 、 前 記 回 転 軸 線 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ 、 多 段 構 造 を 構 成 し て い る 。
ち な み に 、 図 ４ で は 、 燃 焼 ガ ス が 流 れ 込 む 上 流 側 か ら 数 え て 第 １ 段 、 第 ２ 段 ま で の 部 分 を
図 示 し て い る が 、 実 際 に は 、 さ ら に 第 ３ 段 、 第 ４ 段 、 ． ． ． へ と 続 く 多 段 構 造 と な っ て い
る 。 ま た 、 同 図 に 示 す 符 号 ４ は 、 前 記 燃 焼 器 の 尾 筒 を 示 し て お り 、 第 １ 段 の 上 流 側 部 分 に
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の タ ー ビ ン で は 、 燃 焼 ガ ス を 内 部 に 導 入 す る た め 、 各 静 翼 ２ 等 の 構 成 部 品 を 冷 却 す べ く
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、 例 え ば 前 記 圧 縮 機 で 圧 縮 さ れ た 圧 縮 空 気 の 一 部 を 抽 気 し て 取 り 込 み 、 各 動 翼 １ 及 び 静 翼
２ な ど の 各 部 の 冷 却 に 利 用 す る 構 造 が 一 般 的 に 採 用 さ れ て い る 。
こ の 種 の 冷 却 構 造 の 一 例 と し て 、 各 静 翼 ２ の 外 側 シ ュ ラ ウ ド ２ ａ に お け る 冷 却 構 造 を 図 ５
に 示 す 。 な お 、 同 図 は 、 図 ４ の Ａ 部 に 相 当 す る 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う に
、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ２ ａ に は 、 そ の 上 流 側 端 縁 に 沿 っ た 周 方 向 に 、 複 数 の 冷 却 空 気 流 路 ２ ａ
１ が 穿 設 さ れ て お り 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ２ ａ の 内 周 面 ２ ａ ２ を 冷 却 空 気 ｃ で 覆 う フ ィ ル ム 冷
却 が 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 同 様 の 冷 却 構 造 に つ い て は 、 下 記 特 許 文 献 １ に も 開 示 さ れ
て い る 。
全 て の 冷 却 空 気 流 路 ２ ａ １ は 、 燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 に 合 わ せ て 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か
っ て （ す な わ ち 、 紙 面 左 側 か ら 紙 面 右 側 に 向 か っ て ） 流 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の よ
う に し て 、 上 流 側 端 縁 よ り 吐 出 さ れ た 冷 却 空 気 ｃ は 、 内 周 面 ２ ａ ２ を 覆 う た め 、 燃 焼 ガ ス
ｆ か ら 外 側 シ ュ ラ ウ ド ２ ａ に 向 か う 入 熱 量 を 、 低 減 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ２ ０ ５ ６ ０ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 記 説 明 の 従 来 の ガ ス タ ー ビ ン で は 、 内 周 面 ２ ａ ２ の 、 各 静 翼 ２ に 対 応 し た 上
流 側 部 分 で 、 フ ィ ル ム 冷 却 を 効 果 的 に 発 揮 で き ず 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ２ の 壁 温 が 部 分 的 に 高
く な る と い う 問 題 を 有 し て い た 。
す な わ ち 、 各 静 翼 ２ の 翼 部 ２ ｂ の 前 縁 ２ ｂ １ に 到 達 し た 燃 焼 ガ ス ｆ は 、 翼 部 ２ ｂ の 圧 力 面
側 に 向 か う 流 れ と 、 そ の 裏 面 側 で あ る 負 圧 面 を 流 れ る 流 れ と に 分 岐 す る が 、 外 側 シ ュ ラ ウ
ド ２ ａ の 近 傍 部 分 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｕ 字 形 状 の 逆 流 （ 流 れ の 形 状 が 馬 蹄 形 状 に 似
て い る こ と か ら 、 「 馬 蹄 渦 （ Ｈ ｏ ｒ ｓ ｅ 　 Ｓ ｈ ｏ ｅ 　 Ｖ ｏ ｒ ｔ ｅ ｘ ） 」 と 呼 ば れ る ） が 発
生 す る 。 こ の 馬 蹄 渦 は 、 冷 却 空 気 流 路 ２ ａ １ か ら 吐 出 さ れ る 冷 却 空 気 ｃ の 流 れ 方 向 に 対 向
す る よ う に 生 じ 、 冷 却 空 気 ｃ の 流 れ を 妨 げ て 掻 き 乱 し 、 冷 却 機 能 を 低 下 さ せ る の で 、 外 側
シ ュ ラ ウ ド ２ の 壁 温 を 、 他 所 に 比 較 し て 局 所 的 に 高 め て し ま う 。
な お 、 こ の よ う な 馬 蹄 渦 に 起 因 す る 壁 温 上 昇 は 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ２ ａ に 限 ら ず 、 図 ４ に 示
す 内 側 シ ュ ラ ウ ド ２ ｃ で も 、 同 様 に 発 生 す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 タ ー ビ ン の 静 翼 近 傍 に 生 じ る 馬 蹄 渦 の
発 生 に 起 因 し た 冷 却 不 具 合 を 防 止 す る こ と が で き る ガ ス タ ー ビ ン の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 以 下 の 手 段 を 採 用 し た 。
す な わ ち 、 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン は 、 ロ ー タ 側 に 設 け ら れ て 該 ロ ー タ と と も に 回
転 す る 動 翼 と 、 該 動 翼 の 周 囲 を 覆 っ て 内 部 に 燃 焼 ガ ス 流 路 を 形 成 す る 静 止 側 に 設 け ら れ 、
前 記 ロ ー タ の 回 転 軸 線 方 向 に 前 記 動 翼 と 交 互 に 配 置 さ れ る 静 翼 と を 備 え 、 前 記 静 翼 が 、 前
記 燃 焼 ガ ス 流 路 内 に 配 置 さ れ た 翼 部 と 、 該 翼 部 の 外 周 端 側 に 設 け ら れ た 外 側 シ ュ ラ ウ ド と
、 前 記 翼 部 の 内 周 端 側 に 設 け ら れ た 内 側 シ ュ ラ ウ ド と を 有 す る ガ ス タ ー ビ ン に お い て 、 前
記 外 側 シ ュ ラ ウ ド ま た は 前 記 内 側 シ ュ ラ ウ ド の い ず れ か 一 方 、 も し く は 両 方 に 、 前 記 翼 部
の 前 縁 に 対 応 し て 、 前 記 燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 の 下 流 側 か ら 上 流 側 に 向 か っ て 冷 却 空 気 を 前
記 燃 焼 ガ ス 流 路 内 に 吹 き 出 す 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
上 記 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に よ れ ば 、 翼 部 の 前 縁 に 対 応 し て 発 生 す る 馬 蹄 渦 は 、
燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 と 逆 方 向 に 流 れ る が 、 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 か ら 吐 出 す る 冷 却 空 気 も 、
燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 の 下 流 側 か ら 上 流 側 に 向 か っ て 流 す も の で あ る た め 、 従 来 の よ う に 、
冷 却 空 気 と 馬 蹄 渦 の 流 れ 方 向 が 真 っ 向 か ら 対 向 す る こ と が な い 。 こ れ に よ り 、 燃 焼 ガ ス 流
路 へ の 冷 却 空 気 供 給 が 従 来 よ り も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に お い て 、 前 記 外 側 シ
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ュ ラ ウ ド ま た は 前 記 内 側 シ ュ ラ ウ ド の い ず れ か 一 方 、 も し く は 両 方 の 、 前 記 前 縁 と の 接 続
箇 所 と 、 前 記 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 と の 間 の 位 置 に 、 前 記 燃 焼 ガ ス 流 路 内 に 冷 却 空 気 を 吹 き
出 す 第 ２ の 冷 却 空 気 流 路 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
上 記 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に よ れ ば 、 第 ２ の 冷 却 空 気 流 路 か ら 吐 出 さ れ る 冷 却 空
気 に よ り 、 前 縁 と の 接 続 箇 所 と 、 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 と の 間 の 部 分 を 、 対 流 冷 却 に よ っ て
冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に お い
て 、 前 記 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 が 、 前 記 燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 の 最 上 流 位 置 に 配 置 さ れ た 静 翼
で あ る 、 第 １ 段 静 翼 の 外 側 シ ュ ラ ウ ド に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
上 記 請 求 項 ３ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に よ れ ば 、 馬 蹄 渦 の 発 生 に 起 因 し た 冷 却 不 具 合 は 、 第
１ 段 静 翼 の 外 側 シ ュ ラ ウ ド に お い て 特 に 問 題 と な り や す い の で 、 こ の 部 分 に 本 発 明 を 適 用
す る こ と に よ り 、 本 発 明 の 効 果 を 特 に 効 果 的 に 発 揮 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の ガ ス タ ー ビ ン の 一 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る が 、 本
発 明 が こ れ に 限 定 解 釈 さ れ る も の で な い こ と は 勿 論 で あ る 。 な お 、 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の
ガ ス タ ー ビ ン の 概 略 構 成 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 同 ガ ス タ ー ビ ン の タ ー
ビ ン に 備 え ら れ て い る 静 翼 を 示 す 図 で あ っ て 、 圧 力 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図
３ は 、 同 静 翼 の 要 部 を 示 す 図 で あ っ て 、 図 ２ の Ｂ 部 の 縦 断 面 図 で あ る （ す な わ ち 、 こ の 図
３ は 、 図 ５ に 相 当 す る 部 分 の 図 で あ る 。 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 、 本 実 施 形 態 の ガ ス タ ー ビ ン の 概 略 構 成 を 示 す 。 同 図 に お い て 、 符 号 １ ０ は 圧 縮 機
、 符 号 ２ ０ は 燃 焼 器 、 符 号 ３ ０ は タ ー ビ ン で あ る 。 圧 縮 機 １ ０ は 、 多 量 の 空 気 を そ の 内 部
に 取 り 入 れ て 圧 縮 す る も の で あ る 。 通 常 、 ガ ス タ ー ビ ン で は 、 タ ー ビ ン ３ ０ で 得 ら れ る 動
力 の 一 部 が 、 圧 縮 機 １ ０ の 動 力 と し て 利 用 さ れ る 。 燃 焼 器 ２ ０ は 、 圧 縮 機 １ ０ で 圧 縮 さ れ
た 圧 縮 空 気 に 燃 料 を 混 合 し て 燃 焼 さ せ る も の で あ る 。 タ ー ビ ン ３ ０ は 、 燃 焼 器 ２ ０ で 発 生
さ せ た 燃 焼 ガ ス を そ の 内 部 に 導 入 し て 膨 張 さ せ 、 ロ ー タ ３ ２ 側 に 設 け ら れ た 動 翼 ３ ４ 間 を
流 れ る こ と で 燃 焼 ガ ス の 熱 エ ネ ル ギ ー を 機 械 的 な 回 転 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て 動 力 を 発 生 さ
せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
タ ー ビ ン ３ ０ に は 、 ロ ー タ ３ ２ 側 に 設 け ら れ た 複 数 枚 の 動 翼 ３ ４ の 他 に 、 ケ ー シ ン グ ３ １
側 （ 静 止 側 ） に 設 け ら れ た 複 数 枚 の 静 翼 ３ ３ が 備 え ら れ て お り 、 こ れ ら 動 翼 ３ ４ と 静 翼 ３
３ と が ロ ー タ ３ ２ の 回 転 軸 線 方 向 に 交 互 に 配 列 さ れ て い る 。 各 動 翼 ３ ４ は 、 ロ ー タ ３ ２ の
回 転 軸 線 方 向 に 流 れ る 燃 焼 ガ ス の 流 れ に よ り ロ ー タ ３ ２ を 回 転 さ せ 、 該 ロ ー タ ３ ２ に 与 え
ら れ た 回 転 エ ネ ル ギ ー を 軸 端 か ら 取 り 出 し て 利 用 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 ロ ー
タ ３ ３ に 発 電 機 （ 図 示 せ ず ） を 接 続 す る こ と に よ り 、 発 電 す る こ と が で き る 。
ケ ー シ ン グ ３ １ は 、 各 動 翼 ３ ３ 及 び ロ ー タ ３ ２ の 周 囲 を 覆 っ て 内 部 に 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ ５ を
形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
燃 焼 器 ２ ０ は 、 ロ ー タ ３ ２ の 回 転 軸 線 を 中 心 と す る 周 方 向 に 複 数 が 環 状 配 置 さ れ て お り 、
そ の 、 尾 筒 ２ ０ ａ か ら 吐 出 さ れ る 燃 焼 ガ ス は 、 タ ー ビ ン ３ ０ の 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ ５ に 対 し て
斜 め に 導 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 燃 焼 器 ２
０ か ら 導 入 し た 燃 焼 ガ ス は 、 ま ず 、 各 静 翼 ３ ３ の う ち 、 燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 の 最 上 流 位 置
に 配 置 さ れ た 第 １ 段 静 翼 ３ ６ に 対 し て 、 前 記 回 転 軸 線 を 中 心 と す る 径 方 向 外 側 か ら 内 側 に
向 か っ た 斜 め 方 向 よ り 、 入 り 込 む よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 の ガ ス タ ー ビ ン は 、 そ の タ ー ビ ン ３ ０ に お け る 各 第 １ 段 静 翼 ３ ６ の 冷 却 構 造 が
特 に 特 徴 的 と な っ て い る の で 、 以 下 、 こ の 特 徴 点 を 中 心 に 説 明 を 行 う も の と す る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 各 第 １ 段 静 翼 ３ ６ は 、 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ ５ 内 に 配 置 さ れ た 翼 部 ３ ６ ａ と
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、 該 翼 部 ３ ６ ａ の 外 周 端 側 に 一 体 に 設 け ら れ た 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ と 、 翼 部 ３ ６ ａ の 内
周 端 側 に 一 体 に 設 け ら れ た 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ と を 備 え た 概 略 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
翼 部 ３ ６ ａ は 、 翼 で あ り 、 導 入 さ れ た 燃 焼 ガ ス を 、 前 記 ロ ー タ ３ ２ の 回 転 方 向 に 向 か っ て
回 転 す る 旋 回 流 と す る 。 翼 部 ３ ６ ａ の 表 面 に は 、 フ ィ ル ム 冷 却 の た め の 冷 却 空 気 吐 出 口 ３
６ ａ １ が 、 複 数 、 穿 設 さ れ て い る 。 な お 、 同 図 の 符 号 ３ ６ ａ ２ は 、 前 縁 を 示 し 、 符 号 ３ ６
ａ ３ は 、 後 縁 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ は 、 互 い に 隣 接 す る 各 第 １ 段 静 翼 ３ ６ 間 で 接 続 さ れ て 環 状 を な す よ
う に な っ て い る 。 同 様 に 、 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ も 、 互 い に 隣 接 す る 各 第 １ 段 静 翼 ３ ６ 間
で 接 続 さ れ て 環 状 を な す よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ の 内 周
面 と 、 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ の 外 周 面 と の 間 に 、 前 記 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ ５ が 形 成 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
以 上 説 明 の 点 は 、 第 １ 段 静 翼 ３ ６ に 限 ら ず 、 他 の 静 翼 ３ ３ も ほ ぼ 同 様 の 構 造 と な っ て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 各 第 １ 段 静 翼 ３ ６ で は 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ
及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ の 両 方 に 、 翼 部 ３ ６ ａ の 前 縁 ３ ６ ａ ２ に 対 応 し て 、 燃 焼 ガ ス の
流 れ 方 向 の 下 流 側 か ら 上 流 側 に 向 か っ て 冷 却 空 気 ｃ を 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ ５ 内 に 吹 き 出 す 第 １
冷 却 空 気 流 路 ４ １ （ 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 １ 冷 却 空 気 流 路 ４ １
は 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ に 各 １ 箇 所 づ つ が 前 縁 ３ ６ ａ ２ の 上
流 側 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ の 上 流 側 端 縁 に お い て 、 前 縁 ３ ６ ａ ２ の
上 流 側 位 置 以 外 の 各 箇 所 に は 、 従 来 と 同 様 に 、 フ ィ ル ム 冷 却 用 の 冷 却 空 気 孔 ４ ０ が 複 数 形
成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 冷 却 空 気 孔 ４ ０ か ら の 冷 却 空 気 は 、 燃 焼 ガ ス の 流 れ 方 向 上
流 側 か ら 下 流 側 に 向 か う よ う に 、 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ ５ 内 に 吐 出 さ れ 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ
の 内 周 面 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ の 外 周 面 を 覆 っ て 冷 却 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ に は 、 前 記 前 縁 ３ ６ ａ ２ と の 接 続
箇 所 と 、 第 １ 冷 却 空 気 流 路 ４ １ と の 間 の 位 置 に 、 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ ５ 内 に 冷 却 空 気 を 吹 き 出
す 第 ２ 冷 却 空 気 流 路 ４ ２ （ 第 ２ の 冷 却 空 気 流 路 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ 冷 却 空 気 流
路 ４ ２ は 、 前 記 回 転 軸 線 を 中 心 と す る 半 径 方 向 に 向 か っ て 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 及 び 内
側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ に 各 １ 箇 所 づ つ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 説 明 の 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 の ガ ス タ ー ビ ン に よ れ ば 、 そ の タ ー ビ ン ３ ０ の 第 １ 段
静 翼 ３ ６ で は 、 翼 部 ３ ６ ａ の 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ の 近 傍 部
分 で 馬 蹄 渦 が 発 生 し て も 、 第 １ 冷 却 空 気 流 路 ４ １ か ら 吐 出 す る 冷 却 空 気 ｃ も 、 燃 焼 ガ ス の
流 れ 方 向 の 下 流 側 か ら 上 流 側 に 向 か っ て 流 れ る も の で あ る た め 、 従 来 の よ う に 、 冷 却 空 気
ｃ と 馬 蹄 渦 の 流 れ 方 向 が 真 っ 向 か ら 対 向 す る こ と が な い 。 こ れ に よ り 、 燃 焼 ガ ス 流 路 ３ ５
へ の 冷 却 空 気 供 給 が 従 来 よ り も 容 易 と な る 。 し た が っ て 、 馬 蹄 渦 に 逆 ら う こ と な く 冷 却 空
気 ｃ を 流 す こ と が で き る の で 、 馬 蹄 渦 の 発 生 に 起 因 し た 冷 却 不 具 合 を 防 止 す る こ と が で き
、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ の 上 流 側 端 縁 の う ち 、 前 記 前 縁 ３ ６ ａ
２ の 上 流 側 位 置 に 対 応 し た 部 分 の 冷 却 を 効 果 的 に 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お か つ 、 各 段 の 静 翼 ３ ３ の 中 で も 、 特 に 強 い 馬 蹄 渦 が 生 じ や す い 第 １ 段 静 翼 ３ ６ を 選 定
し て 第 １ 冷 却 空 気 流 路 ４ １ を 設 け た こ と に よ り 、 特 に 、 馬 蹄 渦 の 発 生 に 起 因 し た 冷 却 不 具
合 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 第 １ 冷 却 空 気 流 路 ４ １ の 形 成 箇 所 と し て は 、 第 １ 段 静 翼 ３ ６ の み に 限 る も の で は な
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く 、 全 て 段 の 静 翼 ３ ３ に 形 成 す る も の と し て も 良 い 。 し か し な が ら 、 第 １ 段 静 翼 ３ ６ に 設
け た 方 が 、 よ り 効 果 的 で あ る 。
さ ら に は 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ の い ず れ か 一 方 を 選 ん で 第 １
冷 却 空 気 流 路 ４ １ を 形 成 す る 場 合 に は 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ を 選 定 す る の が 好 ま し い 。
こ れ は 、 タ ー ビ ン ３ ０ に 対 す る 燃 焼 器 ２ ０ の 配 置 上 の 関 係 に よ る も の で あ る 。 す な わ ち 、
前 述 の よ う に 、 燃 焼 器 ２ ０ か ら 導 入 し た 燃 焼 ガ ス は 、 第 １ 段 静 翼 ３ ６ に 対 し て 斜 め 方 向 よ
り 入 り 込 む よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ と
前 記 前 縁 ３ ６ ａ ２ と の 接 続 箇 所 に 対 し て は 、 直 接 当 た る よ う に 燃 焼 ガ ス が 流 れ 込 む た め 、
馬 蹄 渦 が 比 較 的 生 じ に く い が 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ と 前 記 前 縁 ３ ６ ａ ２ と の 接 続 箇 所 に
対 し て は 、 燃 焼 ガ ス が 直 接 当 た ら な い の で 、 強 い 馬 蹄 渦 が 生 じ や す い 。 こ の よ う な 理 由 に
よ り 、 第 １ 冷 却 空 気 流 路 ４ １ の 形 成 箇 所 と し て は 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ の 方 を 選 定 す る
の が 好 ま し い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 冷 却 空 気 流 路 ４ ２ を さ ら に 設 け た こ と に よ り 、 外 側 シ ュ ラ ウ
ド ３ ６ ｂ 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｃ と 前 記 前 縁 ３ ６ ａ ２ と の 間 の 接 続 箇 所 と 、 第 １ 冷 却 空
気 流 路 ４ １ と の 間 の 部 分 も 、 対 流 冷 却 に よ っ て 効 果 的 に 冷 却 す る こ と が 可 能 と な っ て い る
。
な お 、 こ の 第 ２ 冷 却 空 気 流 路 ４ ２ の 形 成 箇 所 も 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 及 び 内 側 シ ュ ラ ウ
ド ３ ６ ｃ の 双 方 に 限 ら ず 、 外 側 シ ュ ラ ウ ド ３ ６ ｂ 側 の み に 設 け る も の と し て も 良 い 。 さ ら
に は 、 第 １ 段 静 翼 ３ ６ の み に 第 ２ 冷 却 空 気 流 路 ４ ２ を 形 成 す る の で は な く 、 第 １ 冷 却 空 気
流 路 ４ １ の 形 成 箇 所 に 合 わ せ て 、 他 の 静 翼 ３ ３ に 設 け る も の と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に よ れ ば 、 翼 部 の 前 縁 に 対 応 し て 、 燃 焼 ガ ス の 流
れ 方 向 の 下 流 側 か ら 上 流 側 に 向 か っ て 冷 却 空 気 を 吹 き 出 す 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 を 設 け た こ
と に よ り 、 タ ー ビ ン の 静 翼 近 傍 に 生 じ る 馬 蹄 渦 に 逆 ら う こ と な く 、 冷 却 空 気 を 流 す こ と が
で き る の で 、 馬 蹄 渦 の 発 生 に 起 因 し た 冷 却 不 具 合 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に よ れ ば 、 第 ２ の 冷 却 空 気 流 路 を 設 け た こ と に よ り
、 前 縁 と の 接 続 箇 所 と 、 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 と の 間 の 部 分 も 、 効 果 的 に 冷 却 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン に よ れ ば 、 前 記 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 を 、 第 １ 段 静 翼
の 外 側 シ ュ ラ ウ ド に 設 け た こ と に よ り 、 特 に 、 馬 蹄 渦 の 発 生 に 起 因 し た 冷 却 不 具 合 を 効 果
的 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ガ ス タ ー ビ ン の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 そ の 概 略 構 成 を 説 明 す る
説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 ガ ス タ ー ビ ン の タ ー ビ ン に 備 え ら れ て い る 静 翼 を 示 す 図 で あ っ て 、 圧 力 面 側 か
ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 静 翼 の 要 部 を 示 す 図 で あ っ て 、 図 ２ の Ｂ 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ガ ス タ ー ビ ン の タ ー ビ ン に お け る 燃 焼 ガ ス 流 路 近 傍 部 分 の 内 部 構 造 を 示 す 図 で あ
っ て 、 ロ ー タ の 軸 線 を 含 む 断 面 で 見 た 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 タ ー ビ ン に 備 え ら れ て い る 従 来 の 静 翼 の 一 部 を 示 す 図 で あ っ て 、 図 ４ の Ａ 部 に
相 当 す る 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
３ ２ ・ ・ ・ ロ ー タ
３ ３ ・ ・ ・ 静 翼
３ ４ ・ ・ ・ 動 翼
３ ５ ・ ・ ・ 燃 焼 ガ ス 流 路
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３ ６ ・ ・ ・ 第 １ 段 静 翼
３ ６ ａ ・ ・ ・ 翼 部
３ ６ ｂ ・ ・ ・ 外 側 シ ュ ラ ウ ド
３ ６ ｃ ・ ・ ・ 内 側 シ ュ ラ ウ ド
３ ６ ａ ２ ・ ・ ・ 前 縁
４ １ ・ ・ ・ 第 １ 冷 却 空 気 流 路 （ 第 １ の 冷 却 空 気 流 路 ）
４ ２ ・ ・ ・ 第 ２ 冷 却 空 気 流 路 （ 第 ２ の 冷 却 空 気 流 路 ）
ｃ ・ ・ ・ 冷 却 空 気

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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